
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度「国語に関する世論調査」の結果の概要 
 

 

 

 

 

調査目的・方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

調査目的 文化庁が平成７年度から毎年実施しているもので，日本人の国語に関

する意識や理解の現状について調査し，国語施策の立案に資するとと

もに，国民の国語に関する興味・関心を喚起する。 

 

調査対象 全国 16 歳以上の男女 

 

調査時期 平成 30 年 ３月 

 

調査方法 一般社団法人中央調査社に委託し個別面接調査を実施 

 

調査結果 調査対象総数   ３，５７９ 人 

       有効回答数（率）   ２，０２２ 人 （ ５６．５％） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 考 ・百分比は各問いの回答者数を 100％として算出し，小数点第２位を四捨五入

したため，百分比の合計が 100％にならない場合がある。また，百分比の差を

示す「ポイント」については，小数点第１位を四捨五入して示した。 
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Ⅰ 国語や言葉への関心 
＊報告書のページを表す。 

 

 

 

〔 全 体 ・過去の調査との比較 〕 

日常の言葉遣いや話し方，あるいは文章の書き

方など，国語について，どの程度関心があるかを

尋ねた。 

「非常に関心がある」（17.0％）と「ある程度関

心がある」（59.2％）を合わせた「関心がある（計）」

は 76.3％となっている。一方，「全く関心がない」

（3.9％）と「余り関心がない」（19.2％）を合わせた「関心がない（計）」は 23.1％となっている。 

過去の調査結果（平成 4，12 年度）と比較すると，平成 12 年度調査から今回調査に掛けて「関心があ

る（計）」は 3ポイント増加し，「関心がない（計）」は 3ポイント減少している。 

 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

毎日使っている日本語を大切にしているか，そ

れともそうはしていないかを尋ねた。 

「大切にしていると思う」（24.4％）と「余り意

識したことはないが，考えてみれば大切にしてい

ると思う」（40.5％）を合わせた「大切にしている

（計）」は 64.9％となっている。「どちらとも言え

ない」は 26.8％となっている。 

過去の調査結果（平成 13，20，27 年度）と比較す

ると，「大切にしている（計）」は平成 13 年度調査から

平成 27 年度調査に掛けて増加傾向にあったが，今回調査では平成 27 年度調査より 14 ポイント減少している。 

 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

日常生活の中で，書き言葉や話し言葉の使い

方はどうあるべきだと思うか，五つの考え方を挙

げて，どの考え方に近いかを尋ねた。 

「言葉は大切なものなので，書き言葉も話し言

葉も正しく整えて使うべきだと思う」が 47.6％，

「書き言葉も話し言葉も，言いたいことが相手に

通じればよいので，細かいことは気にしなくても

いいと思う」が 13.3％，「書き言葉は正しく整えて

使うべきだが，話し言葉では細かいことは気にし

なくてもいいと思う」が13.6％，「話し言葉は正しく

整えて使うべきだが，書き言葉では細かいことは気にしなくてもいいと思う」が 3.4％，「相手や場面などによって

違うので，一概には言えない」が 21.0％となっている。 

過去の調査結果（平成 11，20 年度）と比較すると，「言葉は大切なものなので，書き言葉も話し言葉も正しく整

えて使うべきだと思う」は，平成 11 年度調査から平成 20 年度調査に掛けて 10 ポイント減少したが，平成 20 年

度調査から今回調査では 14 ポイント増加している。  

国語について，どの程度関心があるか＜問１＞（P.３＊） 

― 「関心がある（計）」と，７割台半ばが回答― 

日本語を大切にしているか＜問２＞（P.８） 

―「大切にしている（計）」と，６割台半ばが回答― 

書き言葉や話し言葉の使い方はどうあるべきだと思うか＜問３＞（P.14） 

―「書き言葉も話し言葉も正しく整えて使うべきだと思う」が，平成20 年度調査から 14 ポイント増― 
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Ⅱ 句読点や符号の使い方 
 

 

 

〔 全 体 〕 

横書きで文章を書くとき，句読点はどれを使

うか，よく使っていると思う組合せを尋ねた。 

「「。」（マル）と「、」（テン）」が 81.3％で最も高く，

以下，「「。」（マル）と「，」（カンマ（コンマ））」が

9.5％，「「．」（ピリオド）と「、」（テン）」が 2.7％，「「．」

（ピリオド）と「，」（カンマ（コンマ））」が 2.3％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

文章や手紙，メールなどを書くときの句読点

等の使い方に関して，何か困っていることがあ

るか，それとも特に困っていることはないかを

尋ねた。 

「困っていることがある」が 17.1％，「特に困っていることはない」が 80.8％となっている。 

過去の調査結果（平成 23 年度）と比較すると，「困っていることがある」は 7 ポイント減少し，「特に困っている

ことはない」は 8 ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

句読点など，文章を書くときに用いる符号

の使い方についてどのように思うかを尋ねた。 

「現状のままで特に困るようなことはない」

が 37.7％と最も高く，以下，「使い方を分かり

やすく整理し直した方が良い」（23.6％），「各

自が使い方を判断すればよい」（21.6％）とな

っている。 

過去の調査結果（平成 23 年度）と比較すると，「現状のままで特に困るようなことはない」「各自が使い方を判

断すればよい」は 2～3 ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

横書きで文章を書くとき，句読点はどれを使うか＜問４＞（P.17） 

―よく使っている組合せは「。」と「、」が，８割強― 
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句読点等の使い方に関して，何か困っていることがあるか＜問５＞（P.19） 

―約８割が，「困っていることはない」と回答― 

符号の使い方についてどのように思うか＜問６＞（P.22） 

―「現状のままで特に困るようなことはない」が４割弱と最も高い― 
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〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

官公庁などが示す文書で読むことがあるもの

を尋ねた（選択肢の中から幾つでも回答）。 

「官公庁が発行した広報誌等」が38.2％で

最も高く，次いで，「官公庁が作ったチラシ

やポスター」（23.3％）となっている。一方，

「読むことはない」と答えた人は43.6％とな

っている。 

過去の調査結果（平成 22 年度）と比較すると，

「官公庁が作ったチラシやポスター」が９ポイント，

「官公庁から出る通達や通知文」「官公庁が発

行した広報誌等」が５ポイント，「官公庁が発行

する白書や報告書等」が４ポイント，それぞれ減少している。一方，「読むことはない」は５ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

公用文や横書きの教科書に用いる句

読点について，どのようにするのが良い

と考えるかを尋ねた。 

「縦書きと同様に，「｡」（マル）と「、」

（テン）を用いるのが望ましい」が

37.9％で最も高く，次いで「これまでど

おり，「｡」（マル）と「,」（カンマ）を

用いるのが望ましい」が 25.4％となっ

ている。以下，「どれを使ってもよいが，

一つの文書の中では，同じ句読点を用い

るのが望ましい」（14.9％），「特に定める必要はなく，自由に用いればよい」（12.5％），「英語などと同

様に，「．」（ピリオド）と「,」（カンマ）を用いるのが望ましい」（1.5％）となっている。 

過去の調査結果（平成 22 年度）と比較すると，「縦書きと同様に，「｡」（マル）と「、」（テン）を用いるのが望まし

い」が 6 ポイント増加し，「これまでどおり，「｡」（マル）と「,」（カンマ）を用いるのが望ましい」は 5 ポイント減少して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

官公庁などが示す文書を読むことがあるか＜問７＞（P.24） 

―「読むことはない」が，43.6％と最も高い― 
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公用文や横書きの教科書に用いる句読点ついて，どう考えるか＜問８＞（P.29） 

―「「。」と「、」を用いるのが望ましい」が４割弱，「「。」と「，」を用いるのが望ましい」が２割台半ば― 
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Ⅲ 表記の決まり 

 

 

 

〔 全 体 〕 

送り仮名の付け方など漢字の使い方について，

学校で教わる表記の仕方と，官公庁などが示す

文書や法令の表記の仕方が，異なる場合がある

ということを知っていたかを尋ねた。 

「知っていた」（12.9％）と「なんとなく知っていた」

（19.1％）を合わせた「知っていた（計）」は 32.0％となっている。「知らなかった」は 66.9％となっている。 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

10 の言葉の書き方について，それぞれ２通りの

書き方を挙げて，どちらが良いと思うかを尋ねた。

なお，グラフにおいて公用文に用いられる表記の

方に下線を付した。 

「(ア)の書き方が良いと思う」では，「(10)(ア)売

上高」が 73.3％と最も高く，次いで，「(５)(ア)私達」

（67.8％），「(４)(ア)楽しい事」（65.4％）となってい

る。 

一方，「 (イ )の 書き方が良いと思う」では，

「(２)(イ)もしくは」が 79.9％と最も高く，次いで，

「(６)(イ)手続き」（78.8％），「(７)(イ)取り組み」

（77.6％）となっている。 

 また，「(９)(ア)打合せ／(イ)打ち合わせ」は，

「(ア)の書き方が良いと思う」が 47.6％，「(イ)の書

き方が良いと思う」が 45.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校で教わる表記の仕方と，官公庁などが示す文書や法令の表記の仕方が異なる場合があることを知って

いるか＜問９＞（P.32）                            ― 66.9％が「知らなかった」と回答― 

どちらの書き方が良いと思うか＜問 10＞（P.34） 

―公用文の表記の決まりとは異なる書き方を選んでいる割合が比較的高い― 
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知っていた
知っていた 分からない知らなかった

(%)

26.6 

15.2 

35.5 

65.4 

67.8 

16.0 

17.6 

27.6 

47.6 

73.3 

67.0 

79.9 

53.9 

27.0 

24.5 

78.8 

77.6 

66.2 

45.6 

22.1 

5.5 

4.1 

10.0 

7.1 

7.3 

4.5 

4.1 

5.6 

6.1 

3.9 

1.0 

0.8 

0.5 

0.5 

0.4 

0.7 

0.8 

0.5 

0.7 

0.7 

0 20 40 60 80 100

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

問10 言葉の書き方

ーー ーー ー・ ー
（％）

(ｱ)正に／(ｲ)まさに

（イ）の書き方

が良いと思う
（ア）の書き方

が良いと思う

分から

ない
どちらとも

言えない

(ｱ)若しくは／(ｲ)もしくは

(ｱ)売上高／(ｲ)売り上げ高

(ｱ)打合せ／(ｲ)打ち合わせ

(ｱ)話合い／(ｲ)話し合い

(ｱ)取組／(ｲ)取り組み

(ｱ)手続／(イ)手続き

(ｱ)私達／(ｲ)私たち

(ｱ)楽しい事／(ｲ)楽しいこと

(ｱ)御案内／(ｲ）ご案内
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Ⅳ メールの書き方 

 

 

 

〔 全 体 〕 

仕事上やり取りするメールなど，改まったメー

ルを，送ったり受け取ったりしたことがあるかを

尋ねた。 

「ある」が 48.0％，「ない」が 49.8％となっている。 

〔 年 齢 別 〕 

 年齢別に見ると，「ある」は，20～50 代で他の年代

より高く６～７割台となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

仕事上やり取りするメールなど，改まったメールを，

送ったり受け取ったりしたことが「ある」と答えた人（全

体の 48.0％）に，改まったメールを作成する場合，ど

のようなものを参考にしているかを尋ねた（選択肢の

中から幾つでも回答）。 

 「仕事の中で送られてくる他の人のメール」が

57.5％で最も高く，次いで「ウェブサイトから得た情報」

が 34.9％となっている。一方，「参考にしているもの

はない」は 11.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

仕事上やり取りするメールなど，改まったメールに

は，決まった型や形式があると思うか，それとも，そう

は思わないかを尋ねた。 

 「あると思う」（30.8％）と「どちらかと言えば，あると思

う」（30.1％）を合わせた「あると思う（計）」は 60.9％と

なっている。一方，「ないと思う」（9.8％）と「どちらかと

言えば，ないと思う」（5.2％）を合わせた「ないと思う

（計）」は 15.0％となっている。また，「メールを利用し

ないので答えられない」は 18.9％となっている。 

〔 年 齢 別 〕 

年齢別に見ると，「あると思う（計）」は，20～50 代

で他の年代より高く 7～8 割台となっている。「ないと

思う（計）」は，60 代で他の年代より高く 22.1％となっ

ている。 

仕事上やり取りするメールなど改まったメールをやり取りすることがあるか＜問 11＞（P.40） 

―20～50 代の６～７割が，「ある」と回答― 

仕事上やり取りするメールなど改まったメールを作成する場合，どのようなものを参考にしているか＜問11（付）＞（P.40） 

―６割弱が「仕事の中で送られてくる他の人のメール」と回答― 

仕事上やり取りするメールなど改まったメールに決まった型や形式があると思うか＜問 12＞（P.45） 

―６割強が，「あると思う（計）」と回答― 

57.5 
34.9 

27.7 
22.0 
21.0 

12.3 
11.5 
11.4 

2.1 
0.3 

0 10 20 30 40 50 60

仕事の中で送られてくる他の人のメール

ウェブサイトから得た情報

本（電子書籍含む）から得た情報

学校で教わった書き方

テレビや新聞などの報道から得た情報

セミナーや勉強会などで教わった書き方

参考にしているものはない

友達から送られてくるメール

その他

分からない

問11(付) メール作成の際に参考にするもの n=971   (%)

仕事の中で送られてくる他の人のメール

ウェブサイトから得た情報

本（電子書籍含む）から得た情報

学校で教わった書き方

テレビや新聞などの報道から得た情報

セミナーや勉強会などで教わった書き方

参考にしているものはない

友達から送られてくるメール

その他

分からない

48.0 
34.9 

72.1 
74.4 

66.2 
61.4 

45.0 
15.8 

49.8 
60.2 

26.5 
23.9 
31.8 

36.7 
53.9 

80.7 

1.3 
2.4 

1.4 

0.9 

1.6 

1.9 

0.5 

1.5 

0.9 
2.4 

0.0 

0.9 

0.3 

0.0 

0.5 

2.0 

0 20 40 60 80 100

【全体】

16～19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

問11 仕事上やり取りするメールなど改まったメールを

やり取りすることがあるか

ー ー ーー ー（％）

ある ない 覚えていない 分からない

30.8 

31.3 

40.1 

38.0 

35.4 

36.4 

31.6 

18.4 

30.1 

34.9 

46.9 

48.3 

45.7 

36.7 

20.9 

10.8 

5.2 

6.0 

2.7 

4.3 

5.8 

5.4 

7.4 

4.1 

9.8 

9.6 
5.4 

5.6 

6.4 

10.8 

14.8 

10.8 

18.9 

8.4 

4.8 

2.6 

5.1 

8.5 

20.1 

44.8 

5.1 

9.6 

0.0 

1.3 

1.6 

2.2 

5.3 

11.2 

0 20 40 60 80 100

【全体】

16～19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

問12 仕事上やり取りするメールなど改まったメールに

決まった型や形式があると思うか

ー ー ー ー ー ー

（％）

あると

思う
ないと

思う

メールを利用
しないので答
えられない

分から

ない

どちらかと
言えば，
あると思う

どちらかと
言えば，
ないと思う
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〔 全 体 〕 

仕事上やり取りするメールなど，改まったメール

には，決まった型や形式が「あると思う」「どちらか

と言えば，あると思う」と答えた人（全体の 60.9％）

に，決まった型や形式とは，どのようなものであると

考えるかを尋ねるとともに，「ないと思う」「どちらか

と言えば，ないと思う」と答えた人（全体の 15.0％）

に，型や形式として，どのようなものがあると良いと

考えるかを尋ねた（選択肢の中から幾つでも回答）。 

「ある（計）」と答えた人では，「「お世話になって

おります」「お疲れ様です」など，挨拶の言葉を入

れる」が 74.6％で最も高く，次いで「宛名を入れる」

（72.7％）となっている。 

「ない（計）」と答えた人では，「「お世話になって

おります」「お疲れ様です」など，挨拶の言葉を入

れる」が 53.3％で最も高く，次いで，「宛名を入れ

る」（37.5％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

型や形式とは具体的に，どのようなものか・どのようなものが良いか＜問 12（付 1，2）＞（P.45） 

―７割台前半が，「挨拶の言葉を入れる」「宛名を入れる」と回答― 

74.6 

72.7 

65.9 

50.3 

47.0 

41.2 

33.8 

32.0 

21.9 

16.7 

13.1 

12.0 

53.3 

37.5 

36.5 

29.3 

22.7 

15.8 

11.8 

17.1 

7.9 

6.3 

5.9 

15.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

「お世話になっております」「お疲れ様です」など挨拶の言葉を入れる

宛名を入れる

最後に所属や氏名など，署名を入れる

１行が長くなり過ぎないよう，適宜改行をする

冒頭で所属や氏名を名乗る

「（笑）」，「♪」，顔文字，絵文字などの表現は使用しない

「拝啓」「敬具」など，頭語と結語を入れる

内容のまとまりごとに１行以上の行間を空ける

段落の最初は１マス分空ける

「日増しに暖かさを加える頃」など，季節に関する挨拶を入れる

１行の長さをそろえる

相手や状況によって違うので，一概には言えない

特にない

問12(付) 型や形式とは，どのようなものか・どのようなもの

が良いか【「ある（計）」と「ない（計）」との回答別】

「ある（計）」

と答えた人

「ない（計）」

と答えた人

「お世話になっております」「お疲れ
様です」など挨拶の言葉を入れる

宛名を入れる

最後に所属や氏名など，署名を
入れる
１行が長くなり過ぎないよう，適
宜改行をする

冒頭で所属や氏名を名乗る

「（笑）」，「♪」，顔文字，絵文字
などの表現は使用しない

「拝啓」「敬具」など，頭語と結語
を入れる
内容のまとまりごとに１行以上の
行間を空ける

段落の最初は１マス分空ける

「日増しに暖かさを加える頃」など，
季節に関する挨拶を入れる

１行の長さをそろえる

相手や状況によって違うので，一
概には言えない

特にない

(%)

（n=1,231）

（n=304）
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Ⅴ 外来語についての意識 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

日頃，読んだり聞いたりする言葉の中に出てくる外

来語や外国語などのカタカナ語の意味が分からずに

困ることが，よくあるか，たまにはあるか，それとも，な

いかを尋ねた。 

「よくある」（23.8％）と「たまにはある」（59.7％）を合わせた「ある(計)」は 83.5％となっている。一方，「困ることは

ない」は 15.4％となっている。 

 過去の調査結果（平成 24 年度）と比較すると，「よくある」「たまにある」はそれぞれ増加し，「ある(計)」は 5 ポイ

ント増加している。一方，「困ることはない」は 6 ポイント減少している。 

 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

日常生活の中で，外来語や外国語などのカタカナ

語を交えて話したり書いたりしていることを，どちらかと

言うと好ましいと感じるか，どちらかと言うと好ましくな

いと感じるか，それとも，別に何も感じないかを尋ねた。 

「どちらかと言うと好ましいと感じる」が 13.7％，「どち

らかと言うと好ましくないと感じる」が 35.6％となってい

る。また，「別に何も感じない」が 49.2％となっている。 

過去の調査結果（平成 11，14，19，24 年度）と比較

すると，「どちらかと言うと好ましいと感じる」は平成 14

年度から，24 年度に掛けては減少傾向にあったが，今回調査では平成 24 年度調査から 4 ポイント増加してい

る。「別に何も感じない」は平成 24 年度調査から今回調査に掛けて 5 ポイント減少している。 

 

 

 

 

〔 全 体・過去の調査との比較 〕 

 外来語や外国語などのカタカナ語を交えて話したり書い

たりしていることを「どちらかと言うと好ましくないと感じる」

と答えた人（全体の 35.6％）に，その理由を尋ねた（選択

肢の中から幾つでも回答）。 

 「カタカナ語は分かりにくいから」が 62.6％で最も高く，

以下，「日本語の本来の良さが失われるから」（39.4％）が

４割弱 ，「体裁の 良さだ け を追っ ているよ うだ から 」

（27.2％），「言葉が乱れて日本文化が退廃してしまうから」

（23.5％）がそれぞれ２割台となっている。 

過去の調査結果（平成 11，14，19，24 年度）と比較する

と，「カタカナ語は分かりにくいから」は，平成 24 年度調査

から今回調査に掛けて 11 ポイント増加している。一方，

「日本語の本来の良さが失われるから」は 11 ポイント，「言

葉が乱れて日本文化が退廃してしまうから」は 8 ポイント，

それぞれ平成 24 年度調査から今回調査に掛けて減少し

ている。 

外来語や外国語などのカタカナ語の意味が分からずに困ることがあるか＜問 13＞（P.52） 

―83.5％が，「ある（計）」と回答― 

外来語や外国語などのカタカナ語の使用についてどう思うか＜問 14＞（P.54） 

―３割台半ばが「どちらかと言うと好ましくないと感じる」と回答― 

外来語や外国語などのカタカナ語の使用について好ましくないと感じるのは，どのような理由からか＜問14(付２)＞（P.54） 

―「カタカナ語は分かりにくいから」が平成 24 年度調査から 11 ポイント増加し，62.6％― 

62.6 

39.4 

27.2 

23.5 

5.6 

8.5 

52.0 

50.4 

28.0 

31.3 

5.1 

9.3 

55.5 

55.6 

27.6 

35.0 

3.2 

2.2 

49.4 

53.5 

34.1 

32.6 

8.2 

2.6 

64.2 

49.9 

28.6 

30.2 

7.6 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

カタカナ語は分かりにくいから

日本語の本来の良さが失われるから

体裁の良さだけを追っているようだか

ら

言葉が乱れて日本文化が退廃してし

まうから

カタカナ語は嫌いだから

何となく

問14(付2)好ましくないと感じる理由は何か（複数回答）

【「どちらかと言うと好ましくないと感じる」と答えた人に対して】

今回調査

平成24年度

平成19年度

平成14年度

平成11年度

n=720 

(%)

カタカナ語は分かりにく

いから

日本語の本来の良さが

失われるから

体裁の良さだけを追って

いるから

言葉が乱れて日本文化

が退廃してしまうから

カタカナ語は嫌いだから
（※平成11年度調査では，「カタカナ語」を

「外国語や外来語」として聞いた）

何となく

23.8 

21.0 

59.7 

57.5 

15.4 

20.9 

1.0 

0.6 

0 20 40 60 80 100

今回調査

平成24年度

問13 カタカナ語の意味が分からずに困ることがあるか

ー・ ーー・ ーー・ ー
（％）

よくある たまにはある 困ることはない 分からない

13.7 

9.3 

14.5 

16.2 

13.3 

35.6 

35.3 

39.8 

36.6 
35.5 

49.2 

54.0 

43.7 

45.1 

48.8 

1.5 

1.4 

2.0 

2.0 

2.4 

0 20 40 60 80 100

今回調査

平成24年度

平成19年度

平成14年度

平成11年度

問14 カタカナ語の使用に関する印象

ーー・・ ーー・・ ー・ ー
（％）

どちらかと言うと
好ましいと感じる

どちらかと言うと好
ましくないと感じる

別に何も
感じない

分から
ない
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〔 全 体 〕 

同じような文脈で用いられることのある(a)漢字を用

いた語と(b)カタカナ語の組合せ６項目について，同じ

意味の言葉だと思うか，それとも，使い分けのできる言

葉だと思うかを尋ねた。 

 「同じ意味だと思う」は，「（２）(a)作業部会／(b)ワーキ

ンググループ」が 40.8％で最も高く，次いで，「（１）(a)

指針／(b)ガイドライン」（37.4％）となっている。一方，

「使い分けができると思う」は「（１）(a)指針／(b)ガイドラ

イン」が 36.5％で最も高く，次いで，「（５）(a)追跡調査

／(b)フォローアップ」（35.3％）となっている。 

また，「(a)（漢字を用いた語）の意味しか分からない」

は，「（３）(a)共同事業体／(b)コンソーシアム」が 52.6％

で最も高く，次いで，「（４）(a)訪日外国人旅行(者)／

(b)インバウンド」（51.7％），「（６）(a)意見公募／(b)パブ

リックコメント」（34.3％）となっており，（３），（４），（６）に

ついては，他の選択肢の割合を上回っている。 

 

 

 

 

 

〔 全 体 〕 

同じような文脈で用いられることのある(a)漢字を用

いた語と(b)カタカナ語の組合せ６項目について「同じ

意味だと思う」と答えた人に，役所などの官公庁が作

成する文書のように，不特定多数の人に宛てた文書

等に用いる言葉としては，(a)漢字を用いた語と(b)カタ

カナ語のどちらを使う方がいいと思うか，それぞれ尋

ねた。 

 「(a)（漢字を用いた語）を使った方がいい」は，「（３）

(a)共同事業体／(b)コンソーシアム」が 78.8％で最も高

く，次いで，「（４）(a)訪日外国人旅行(者)／(b)インバウ

ンド」「（５）(a)追跡調査／(b)フォローアップ」（各 65.9％）

が６割台半ば，「（６）(a)意見公募／(b)パブリックコメン

ト」（58.0％）が６割弱となっており，６項目全てで「(a)

（漢字を用いた語）を使った方がいい」の割合が他の選択肢の割合を上回っている。「(b)（カタカナ語）を使った

方がいい」は，「（１）(a)指針／(b)ガイドライン」が 33.2％で最も高く，次いで「（２）(a)作業部会／(b)ワーキンググ

ループ」（33.0％）となっている。 

また，「どちらでも変わらない」は，「（２）(a)作業部会／(b)ワーキンググループ」が 27.7％で最も高く，次いで，

「（１）(a)指針／(b)ガイドライン」（26.6％），「（６）(a)意見公募／(b)パブリックコメント」（24.6％）となっている。 

 

 

 

  

同じ意味の言葉だと思うか，使い分けのできる言葉だと思うか＜問 15＞（P.59） 

―「使い分けができると思う」が「同じ意味だと思う」を上回ったのは，「追跡調査/フォローアップ」だけ― 

不特定多数の人に宛てた文書等に用いる言葉として，どちらを使う方がいいと思うか＜問15（付１）＞（P.59） 

―全ての言葉で「(a)漢字を用いた語を使った方がいい」が「(b)カタカナ語を使った方がいい」を上回っている― 

37.4 

40.8 

9.1 

14.6 

17.6 

23.3 

36.5 

23.0 

7.1 

10.9 

35.3 

16.9 

9.7 

15.7 

19.4 

12.2 

7.5 

16.5 

7.6 

9.7 

52.6 

51.7 

33.3 

34.3 

4.6 

5.4 

4.6 

4.0 

2.2 

3.0 

4.2 

5.3 

7.2 

6.5 

4.2 

6.0 

0 20 40 60 80 100

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

問15 同じ意味の言葉か，使い分けのできる言葉か

… … … … …

（％）

(a)指針

(b)ガイドライン

使い分け

ができる

と思う

同じ意味

だと思う

分から

ない

二つとも

意味が分

からない

(a)意見公募

(b)パブリックコメント

(a)追跡調査

(b)フォローアップ

(a)訪日外国人旅行（者）

(b)インバウンド

(a)共同事業体

(b)コンソーシアム

(a)作業部会

(b)ワーキンググループ

（ａ）の意

味しか分

からない

（ｂ）の意

味しか分

からない

39.8 

39.0 

78.8 

65.9 

65.9 

58.0 

33.2 

33.0 

7.6 

13.5 

14.4 

17.0 

26.6 

27.7 

13.0 

20.6 

19.2 

24.6 

0.5 

0.4 

0.5 

0.0 

0.6 

0.4 

0 20 40 60 80 100

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

問15(付1)どちらを使う方がいいか

【「同じ意味だと思う」と回答した人に】

ーー ーー ーー ーー
（％）

(a)指針
(b)ガイドライン

(b)を使った
方がいい

(a)を使った
方がいい

分からない
どちらでも
変わらない

(a)意見公募
(b)パブリックコメント

(a)追跡調査
(b)フォローアップ

(a)訪日外国人旅行（者）
(b)インバウンド

(a)共同事業体
(b)コンソーシアム

(a)作業部会
(b)ワーキンググループ

(n=757)

(n=824)

(n=184)

(n=296)

(n=471)

(n=355)
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Ⅵ 新しい表現や，慣用句等の意味・言い方 

 

 

 

〔 全 体 〕 

表に挙げた六つの言い方について，

聞いたことがあるか，また，使ったことが

あるかをそれぞれ尋ねた。 

 「聞いたことがない」は，(2)「後ろ倒し」

が 42.5％と最も高く，次いで，(1)「ほぼほ

ぼ」（31.0％）となっている。「聞いたことは

あるが使うことはない」は，(5)「ガチ」が

46.9％と最も高く，次いで，(2)「後ろ倒し」

（44.5％）となっている。「使うことがある」

は，(3)「目線」が 57.4％と最も高く，次い

で，(4)「タメ」（51.0％），(6)「立ち位置」

（48.5％）となっている。 

 

 

〔 年 齢 別 〕 

 (１) ほぼほぼ 完成している 

年齢別に見ると，「聞いたことがない」は，60代以上

で他の年代より高く，70 歳以上で最も高く 59.3％とな

っている。 

「聞いたことはあるが使うことはない」は，50 代で他

の年代より高く 52.5％となっている。 

「使うことがある」は，40 代以下で他の年代より高く

４割台半ばから６割強となっており，30 代以下で「聞

いたことはあるが使うことはない」を上回っている。 

 

 

 

(２) 開始の時期を 後ろ倒し にする 

年齢別に見ると，「聞いたことがない」は，70歳以上

で他の年代より高く 55.9％となっている。 

「聞いたことはあるが使うことはない」は，年代が下

がるに従って高くなる傾向が見られ，50 代以下で「聞

いたことがない」を上回り，16～19 歳で最も高く

63.9％となっている。 

「使うことがある」は，20～50 代で他の年代より高く

１割台後半となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （数字は％） 

 
 聞いたこと

がない 
聞いたことはある
が使うことはない 

使うことが 
ある 

分から 
ない 

(1) 
ほぼほぼ完成してい
る 

31.0 41.2 27.3 0.5 

(2) 
開始の時期を後ろ
倒しにする 

42.5 44.5 12.3 0.8 

(3) 
上から目線の言い方
をされた 

4.8 37.2 57.4 0.5 

(4) 
彼とはタメ口で話を
する 

12.6 35.2 51.0 1.2 

(5) ガチで勝負をする 11.1 46.9 41.0 0.9 

(6) 
自分の立ち位置を
確認する 

10.1 40.5 48.5 0.9 

聞いたこと，使ったことがある言い方か＜問 16＞（P.67） 

―４割強が，(2)「後ろ倒し」は「聞いたことがない」と回答。６割弱が，(3)「目線」を「使うことがある」と回答― 

15.7 

8.8 7.3 10.6 

20.3 

42.5 

59.3 

27.7 29.9 
45.3 

44.4 

52.5 

45.0 

33.3 

56.6 

60.5 47.4 

44.4 

26.9 

12.0 
6.7 

0

10

20

30

40

50

60

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問16(1) ほぼほぼ （年齢別）

聞いたことがない
聞いたことはあるが使うことはない
使うことがある

(%)

26.5 27.2 

34.2 
38.9 37.7 

44.8 
55.9 63.9 53.7 

49.1 
44.7 46.2 

44.3 

35.9 

9.6 

17.7 16.7 16.1 15.8 
10.4 6.3 

0

10

20

30

40

50

60

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問16(2) 後ろ倒し （年齢別）

聞いたことがない
聞いたことはあるが使うことはない
使うことがある

(%)
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 (３) 上から 目線 の言い方をされた 

年齢別に見ると，「聞いたことがない」は，全ての年

代で１割未満となっている。 

「聞いたことはあるが使うことはない」は，年代が上

がるに従って高くなり，60 代で 44.0％，70 歳以上で

59.9％となっている。 

一方，「使うことがある」は，年代が下がるに従って

高くなる傾向が見られ，60 代以下で「聞いたことはあ

るが使うことはない」を上回っており，50 代で６割台半

ば，20～40 代で 7 割台，16～19 歳で８割強となって

いる。 

 

 

(４) 彼とは タメ 口で話をする 

年齢別に見ると，「聞いたことがない」は，70 歳以

上で他の年代より高く 35.1％となっている。 

「聞いたことはあるが使うことはない」は，16～19 歳

から 60 代に掛けて年代が上がるに従って高くなり，

60 代で最も高く 56.5％，次いで，70 歳以上で 48.7％

となっている。 

「使うことがある」は，年代が下がるに従って高くな

る傾向が見られ，50 代以下で「聞いたことはあるが使

うことはない」を上回っており，特に，30 代以下で８割

台半ばとなっている。 

 

(５) ガチ で勝負をする 

年齢別に見ると，「聞いたことがない」は，70 歳以

上で他の年代より高く 29.7％となっている。 

「聞いたことはあるが使うことはない」は，20 代から

60 代に掛けて年代が上がるに従って高くなり，60 代

で最も高く 63.6％，次いで 70 歳以上で 58.9％となっ

ている。 

「使うことがある」は，年代が下がるに従って高くな

る傾向が見られ，50 代以下で「聞いたことはあるが使

うことはない」を上回っており，特に，20 代以下で７割

台後半となっている。 

 

 

(６) 自分の 立ち位置 を確認する 

年齢別に見ると，「聞いたことがない」は，70 歳以

上で他の年代より高く 25.7％となっている。 

「聞いたことはあるが使うことはない」は，20 代から

70 歳以上に掛けて，年代が上がるに従って高くなり

60 代以上で 5 割台前半となっている。 

「使うことがある」は，70歳以上から20代に掛けて，

年代が下がるに従って高くなり，特に，20～30 代で７

割台となっている。 

 

 

  

6.0 
5.4 1.7 1.9 2.2 

5.6 8.6 
12.0 

17.0 19.7 
25.4 

31.0 44.0 

59.9 
81.9 

76.9 78.2 
72.0 

66.8 50.1 

30.7 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問16(3) 目線 （年齢別）

聞いたことがない
聞いたことはあるが使うことはない
使うことがある

(%)

7.2 4.1 0.9 1.0 3.2 
9.7 

35.1 

7.2 9.5 
13.2 

21.9 

34.5 

56.5 
48.7 

85.5 85.7 84.6 
76.8 

62.3 

33.1 

13.2 
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問16(4) タメ （年齢別）

聞いたことがない
聞いたことはあるが使うことはない
使うことがある

(%)

4.8 4.1 1.3 0.6 
3.8 

9.7 

29.7 

18.1 16.3 

28.2 

40.5 
47.8 

63.6 
58.9 77.1 78.9 

69.7 
58.5 

48.4 26.2 

8.9 
0

10

20

30

40

50

60

70

80

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問16(5) ガチ （年齢別）

聞いたことがない
聞いたことはあるが使うことはない
使うことがある

(%)

4.8 4.8 2.1 1.6 
3.8 

8.7 

25.7 25.3 

17.0 
23.1 

34.4 
38.0 

51.7 53.7 

69.9 
77.6 73.9 

63.7 
58.2 

38.9 

18.6 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問16(6) 立ち位置 （年齢別）

聞いたことがない
聞いたことはあるが使うことはない
使うことがある

(%)
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〔全体・過去の調査との比較〕 

 表に挙げた三つの慣用句等について，どちら

の意味だと思うか尋ねた。なお，辞書等で主に

本来の意味とされるものをゴシック体で記

した。 

 今回尋ねた慣用句のうち， 「(1)檄（げき）を飛

ばす」及び「(3)なし崩し」は，本来の意味とは違

うとされる方が多く選択されるという結果となっ

ている。 

過去の調査結果（(1)は平成 15,19 年度，(2)

は 18 年度）と比較すると， 本来の意味とは違う

とされる方を選択した割合が，「(1)檄を飛ばす」

では減少傾向にあり，「(2)やおら」では 13 ポイ

ント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔年齢別・過去の調査との比較〕※本来の意味とされるものは点線（‐‐‐）で表示した。 

（１）檄を飛ばす 

年齢別に見ると，本来の意味とされる「自分の主張

や考えを，広く人々に知らせて同意を求めること」は，

全ての年代で「元気のない者に刺激を与えて活気付

けること」を下回っているが，16～19 歳と 70 歳以上で

他の年代より高く 2 割台後半となっている。「元気のな

い者に刺激を与えて活気付けること」は，20～30 代と

50～60 代で他の年代より高く 7 割台前半となってい

る。 

過去の調査結果（平成 15,19 年度）と比較すると， 

余り変化は見られない。 

 

 

（２）やおら 

年齢別に見ると，本来の意味とされる「ゆっくりと」

は，60 代以上で他の年代より高く４割台となっている。

「急に，いきなり」は，年代が上がるに従って低くなる

傾向が見られる。 

過去の調査結果（平成 18 年度）と比較すると，本

来の意味とされる「ゆっくりと」は，余り変化は見られな

い。「急に，いきなり」は，全ての年代において６～22

ポイント減少している。 

 

 

 

  （数字は％） 

（１）檄（げき）を飛ばす 
平成 

29 年度 
19年度 15年度 

(ア)：
自分の主張や考えを，広く人々

に知らせて同意を求めること 
22.1 19.3 14.6 

（イ）：
元気のない者に刺激を与えて活
気付けること 

67.4 72.9 74.1 

（ウ）：（ア）と（イ）の両方 2.6 2.2 4.7 

（エ）：（ア），（イ）とは，全く別の意味 3.2 0.6 1.9 

 分からない 4.8 5.0 4.7 

（２）やおら 
（例文：彼はやおら立ち上がった。） 

平成 
29 年度 

18年度 
 

（ア）：急に，いきなり 30.9 43.7  

(イ)：ゆっくりと 39.8 40.5  

（ウ）：（ア）と（イ）の両方 1.8 1.1  

（エ）：（ア），（イ）とは，全く別の意味 4.1 0.3  

 分からない 23.5 14.4  

（３）なし崩し 
（例文：借金をなし崩しにする。） 

平成 
29 年度 

 
 

（ア）：なかったことにすること 65.6   

(イ)：少しずつ返していくこと 19.5   

（ウ）：（ア）と（イ）の両方 1.3   

（エ）：（ア），（イ）とは，全く別の意味 5.0   

 分からない 8.5   

どちらの意味だと思うか＜問 17＞（P.72） 

―「檄を飛ばす」「なし崩し」は，共に６割台後半が，本来の意味とは違うとされる方を回答― 

25.3 
17.0 15.0 

22.5 23.4 
19.6 

26.8 

60.2 

70.7 
74.8 

66.6 
70.3 71.8 

59.9 

16.3 
11.9 14.6 

14.7 

24.4 24.7 

20.1 19.8 

10.9 8.5 
13.0 14.7 15.8 

22.4 

0

10

20

30

40

50

60

70

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問17(1)「檄を飛ばす」（年齢別）

(ア)自分の主張や考えを，広く人々 に知らせて同意を求めること（本来の意味）

(イ)元気のない者に刺激を与えて活気付けること

自分の主張や考えを，広く人 に々知らせて同意を求めること（本来の意味）［19年度調査］

自分の主張や考えを，広く人 に々知らせて同意を求めること（本来の意味）［15年度調査］

(%)

39.8 34.7 32.9 

31.5 
34.5 

28.5 
26.8 

39.8 

32.7 32.1 

35.0 
36.4 

48.3 

43.5 

55.7 

48.2 49.7 
53.8 

44.1 

37.1 33.2 

31.6 36.6 30.7 33.1 

43.0 

45.9 

49.5 

0

10

20

30

40

50

60

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問17(2)「やおら」（年齢別）

(ア)急に，いきなり
(イ)ゆっくりと（本来の意味）
急に，いきなり［18年度調査］
ゆっくりと（本来の意味）［18年度調査］

(%)
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（３）なし崩し 

 年齢別に見ると，本来の意味とされる「少しずつ返し

ていくこと」は， 全ての年代で「なかったことにするこ

と」を下回っているが，20 代と 70 歳以上で他の年代よ

り高く 2 割台半ばとなっている。「なかったことにするこ

と」は，50 代で他の年代より高く 72.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔全体・過去の調査との比較〕 

 表に挙げた三つの慣用句等について，ど

ちらの言い方を使うかを尋ねた。なお，辞書

等で主に本来の言い方とされているもの

をゴシック体で記した。 

 今回尋ねた三つの慣用句等のうち， 本

来の言い方とされる(1)「(a)采配を振る」を使

う割合は，本来の言い方とされていない(1)

「(b)采配を振るう」の割合を大きく下回って

いる。 

過去の調査結果（(1)は平成 20 年度，(2)

は 19 年度）と比較すると，本来の言い方とさ

れている方を選択している割合が， (1)「采

配を振る」では４ポイント増加しているが，(2)

「溜飲（りゅういん）を下げる」では，２ポイント

減少している。 

 

 

 

 

 

〔年齢別・過去の調査との比較〕 ※本来の言い方とされるものは点線（‐‐‐）で表示した。 

（１）采配を振る／采配を振るう 

 年齢別に見ると， 本来の言い方とされる「(a)采配を

振る」は，全ての年代で「(b)采配を振るう」の割合を下

回っており，３割台前半となっている。「(b)采配を振る

う」は，16～19 歳と 30～60 代において，約６割となっ

ている。 

 過去の調査結果（平成 20 年度調査）と比較すると， 

本来の言い方とされる「(a)采配を振る」は，20 代～40

代で６～10 ポイント増加している。「(b)采配を振るう」

は，16～19 歳で 20 ポイント増加している。 

 

 

  （数字は％） 

（１）「チームや部署に指図を与え，指揮すること」を 
平成 

29 年度 
20年度 

(ア)：「(a)采配を振る」を使う 32.2 28.6 

（イ）：「(b 采配を振るう」を使う 56.9 58.4 

（ウ）：（a）と（b）の両方とも使う 1.3 3.8 

（エ）：（a）と（b）のどちらも使わない 6.5 6.4 

 分からない 3.0 2.8 

（２）「胸のつかえがなくなり，気が晴れること」を 
平成 

29 年度 
19年度 

(ア)：「(a)溜飲(りゅういん)を下げる」を使う 37.4 39.8 

（イ）：「(b)溜飲を晴らす」を使う 32.9 26.1 

（ウ）：（a）と（b）の両方とも使う 1.0 1.2 

（エ）：（a）と（b）のどちらも使わない 18.9 22.5 

 分からない 9.7 10.3 

（３）「多くの中から，選び出されること」を 
平成 

29 年度 
 

(ア)：「(a)白羽の矢が立つ」を使う 75.5  

（イ）：「(b)白羽の矢が当たる」を使う 15.1  

（ウ）：（a）と（b）の両方とも使う 0.7  

（エ）：（a）と（b）のどちらも使わない 6.5  

 分からない 2.2  

どちらの言い方を使うか＜問 18＞（P.76） 

―３割強が本来の言い方とされる「采配を振る」を使うと回答，一方，５割台半ばが「采配を振るう」を使うと回答― 

66.3 

53.1 
64.5 

69.8 72.8 69.7 

59.7 

22.9 25.2 
18.4 16.1 15.8 16.3 

24.5 
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16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問17(3)「なし崩し」（年齢別）

(ア)なかったことにすること

(イ)少しずつ返していくこと（本来の意味）

(%)

31.3 31.3 30.3 32.2 31.0 31.8 34.6 

61.4 

55.1 
59.4 58.8 61.1 

60.1 

49.8 

29.2 

20.9 23.2
26.1

29.4 31.1
34.4

41.7 

58.2 

65.6 
63.7 62.9 

56.0 
49.9 
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70

16～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

問18(1)(a)采配を振る／(b)采配を振るう（年齢別）

（ａ）「采配を振る」の方を使う（本来の言い方）
（ｂ）「采配を振るう」の方を使う
（ａ）「采配を振る」の方を使う（本来の言い方）［20年度調査］
（ｂ）「采配を振るう」の方を使う［20年度調査］

(%)
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（２）溜飲を下げる／溜飲を晴らす 

年齢別に見ると，本来の言い方とされる「(a)溜飲を

下げる」は，年代が上がるに従って高くなる傾向が見

られ，20 代以上で「(b)溜飲を晴らす」を上回っている。

「(b)溜飲を晴らす」は，16～19 歳で他の年代より高く

56.6％となっている。 

過去の調査結果（平成 19 年度）と比較すると， 本

来の言い方とされる「(a)溜飲を下げる」は，余り変化

は見られない。「(b)溜飲を晴らす」は，50 代を除いて

６～27 ポイント増加している。 

 

 

 

（３）白羽の矢が立つ／白羽の矢が当たる 

年齢別に見ると，本来の言い方とされる「(a)白羽の

矢が立つ」は，全ての年代で「(b)白羽の矢が当たる」

の割合を上回っており，40 代で他の年代より高く

80.4％となっている。「(b)白羽の矢が当たる」は， 60

代で他の年代より高く 19.6％となっている。 
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問18(2)(a)溜飲を下げる／(b)溜飲を晴らす（年齢別）

（ａ）「溜飲を下げる」の方を使う（本来の言い方）
（ｂ）「溜飲を晴らす」の方を使う
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問18(3)(a)白羽の矢が立つ／(b)白羽の矢が当たる

（年齢別）

（ａ）「白羽の矢が立つ」の方を使う（本来の言い方）

（ｂ）「白羽の矢が当たる」の方を使う

(%)


